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墓
ぼ

地
ち

全
ぜん

体
たい

が 
星
ほし

でいっぱいのように 
きらめきました。

「これはわたしの大
おお

おじさんよ」とお母
かあ

さんが言
い

います。
ヨスカの兄

あに

のトゥロが，石
いし

に書
か

かれた日
ひ

付
づけ

を指
ゆび

さしました。
「100 年

ねん

以
い

上
じょう

前
まえ

に生
う

まれたんだ！」
「そうね。でも，かれは今

いま

でもわたしたちの家
か

族
ぞく

の一
いち

員
いん

よ。」
お母

かあ

さんがろうそくを取
と

り出
だ

しました。「ヨスカ，火
ひ

をつけてみ
たい？」

ヨスカはうなずき，ろうそくに火
ひ

をともしました。それから，
あなの開

あ

いた金
きん

属
ぞく

製
せい

のふたを慎
しん

重
ちょう

に上
うえ

にのせました。風
かぜ

が火
ひ

を
ふき消

け

すのをふせぐためです。ヨスカはおはかの前
まえ

の地
じ

面
めん

にろ
うそくを置

お

きました。やわらかくかがやく光
ひかり

が美
うつく

しく見
み

えまし
た。

それから次
つぎ

の家
か

族
ぞく

のおはかに行
い

きました。ヨスカはアーサの
手
て

をにぎりながら歩
ある

いていました。
「どうしておはかの上

うえ

にろうそくの火
ひ

を灯
とも

すの？」と，アーサ

このお話
はなし

はフィンランドでの出
で

来
き

事
ごと

です。

ヨスカと家
か

族
ぞく

は，雪
ゆき

の中
なか

を静
しず

かに歩
ある

きました。この日
ひ

はクリ
スマスイブで，みんなの好

す

きな伝
でん

統
とう

の一
ひと

つを行
おこな

っていまし
た。毎

まい

年
とし

，フィンランドの人
ひと

々
びと

は墓
ぼ

地
ち

をおとずれて，大
たい

切
せつ

な人
ひと

の
おはかにろうそくを灯

とも

します。
たくさんの明

あか

るいろうそくが暗
くら

闇
やみ

の中
なか

できらきらとかがやい
ていました。寒

さむ

かったにもかかわらず，墓
ぼ

地
ち

を居
い

心
ごこ

地
ち

の良
よ

い，安
やす

らかな雰
ふん

囲
い

気
き

にしてくれています。
ヨスカの両

りょう

親
しん

は子
こ

供
ども

たちをおはかに連
つ

れて行
い

きました。「これ
はだれ？」と妹

いもうと

のアーサがたずねました。

マライア・ウェルチとルーシー・スティーブンソン・イーウェル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

ヨスカと家
か

族
ぞく

はなぜ 
クリスマスイブにろうそくに 
火
ひ

を灯
とも

したのでしょうか。

はたずねました。
「家

か

族
ぞく

のことを覚
おぼ

えておくことが大
たい

切
せつ

だからだよ」と，ヨスカ
は言

い

います。
「100 年

ねん

前
まえ

に生
い

きていても？」アーサがたずねました。
「そうだよ」と，お父

とう

さんは言
い

います。「おばさん，おじさん，
いとこ，おじいちゃんおばあちゃんはみんな，わたしたちの家

か

族
ぞく

の一
いち

員
いん

だよ。イエス・キリストのおかげで，わたしたちはみんな
一
ひと

つの大
おお

きな家
か

族
ぞく

なんだよ。」
お母

かあ

さんはろうそくをもう一
いっ

本
ぽん

取
と

り出
だ

し，トゥロはアーサが火
ひ

をつけるのを手
て

伝
つだ

いました。
「でも，どうしてクリスマスにろうそくに火

ひ

をともすの？」アー
サはたずねました。

ヨスカはそのことについて少
すこ

し考
かんが

えました。それ以
い

外
がい

の日
ひ

に，墓
ぼ

地
ち

でろうそくに火
ひ

を灯
とも

すことはできます。どうしてクリス
マスイブなのでしょうか。
「たぶん，イエス様

さま

が世
よ

の光
ひかり

だからかな」と，ヨスカは言
い

いま
した。

お母
かあ

さんがほほえみました。「いい答
こた

えだわ。ヨスカの言
い

う
とおりね。」お母

かあ

さんは，アーサがおはかの横
よこ

の雪
ゆき

の中
なか

にろうそ
くを置

お

くのを手
て

伝
つだ

いました。「イエス・キリストのおかげで，わ
たしたちは永

えい

遠
えん

に家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

にいられるの。そして，主
しゅ

がふた

たび生
い

きてくださったので，わたしたちもみんなふたたび生
い

きら
れるのよ。」

みんな一
いっ

歩
ぽ

下
さ

がって明
あか

かりを見
み

ました。墓
ぼ

地
ち

全
ぜん

体
たい

が星
ほし

でいっ
ぱいのようにきらめきました。

車
くるま

にもどりながら，ヨスカの心
こころ

は温
あたた

かくなりました。家
いえ

に帰
かえ

っ
たら，プレゼントを開

あ

けたり，ゲームをしたりします。けれども
今
いま

，ヨスカは家
か

族
ぞく

とこの静
しず

かな時
じ

間
かん

をすごせてうれしく思
おも

って
いました。ヨスカはいつまでもイエス様

さま

の光
ひかり

への感
かん

謝
しゃ

をわすれ
ないことでしょう。●

ろうそく




